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2015 年 5 月 21 日 木曜日
東海新報

2015 年 3 月 13 日 金曜日
東海新報

2015 年 5 月 29 日 金曜日
東海新報
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レポート

七
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まち

主　　催	

七ヶ浜町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　齋藤敏昭）

七ヶ浜町教育委員会生涯学習課

〒 985-0802	 宮城県宮城郡七ヶ浜町吉田浜字野山 5-9

	 生涯学習センター

TEL：022-357-3302　FAX：022-357-2615

結　　果	

人　　　口：19,430 人	
宮城県七ヶ浜町	 ●

参 加 者 数：10,850 人	
VS

参　加　率：55.8％	
香川県多度津町	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①しちがはまクリーン大作戦（町内各地）730 人

・	 しちがはまクリーン大作戦は七ヶ浜町内の一斉清掃活動で

す。5月 27 日（水）を清掃日と設定し、各地区の区長に清

掃活動への参加と人数のとりまとめを依頼しました。平日の

早朝でありながら、たくさんの町民にご参加いただき、今年

のテーマである「クリーン」を町全体で達成できたと思いま

す。また、仮設住宅の住民にもクリーン大作戦への参加を依

頼し、約 100 名の参加がありました。

②体協スポ少対抗 5 人 6 脚タイムトライアル（アクアリーナ）

120 人

③七ヶ浜町内ウォーキングツアー（町内各地）60 人

④一緒におどろう！カントリーダンス！（アクアリーナ）40 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／総合型地域ス

ポーツクラブ／民間フィットネスクラブ／幼稚園・保育園／小学

校／中学校／高等学校／事業所・企業／自治会・町内会

メディア	

KHB 東日本放送「夕方のニュース」

広報・周知	

　全戸配布するチラシ兼報告用紙は、年配の方々からの参加報告を

獲得するために、なるべく簡潔にわかりやすい内容でまとめまし

た。前年の反省を踏まえ、実施1週間前にチラシを配布することで、

当日に手元に報告用紙がない！ということをなくしました。

製 作 物	

チラシ7,500枚／スタッフTシャツ340枚／のぼり80枚／横断幕・

懸垂幕 10 枚

実施効果	

　健康やスポーツ活動への興味を持ってもらえたと思います。参

加率を見ても町民の半分以上が参加しました。

担当者から	

　前任者から引き継ぎ、はじめてチャレンジデーを担当しました。

いろいろな苦労がありましたが、各団体への依頼の際の情報伝達

の難しさを痛感しました。こちらが伝えたい情報が意図していな

い方向に進んでしまったり中途半端な情報で、協力いただく区長

やスタッフに迷惑をかけました。

　もし、来年も実施できれば、情報の伝え方、収集の仕方を検討

したいと思います。当日もスタッフ間で情報が錯綜したり、打合

せ通りにいかないことがありましたが、すべてのイベントでケガ

なく無事に終了することができ、まずはホッとしました。

　チャレンジデー翌日に、回収箱とのぼりの撤去作業をしている

と多くの町民から「惜しかったな！」「来年は頼むよ！」という

心温まる言葉をたくさんいただきました。勝負には敗れましたが、

七ヶ浜町の多くの方々に協力いただいたイベントだったと改めて

肌で感じました。

　今回の結果で 3 勝 4 敗、負け越しになってしまいましたが、結

果を受け止めるとともに、チャレンジデーをきっかけに七ヶ浜町

のスポーツ振興を進めていきたいと思います。

宮城県

7回目

仮設住宅クリーン大作戦

チームワーク抜群のバレー協会チーム
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スタッフ会議中！回収ルートの確認！

住民総参加！自治体 自治体の対抗戦！

＜全国一斉開催＞

５月２７日 水
毎年 月の最終水曜日に実施しています！

１５分間運動して報告しよう！！

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■主催 七ヶ浜町チャレンジデー実行委員会

■共催 七ヶ浜町・七ヶ浜町教育委員会・七ヶ浜町体育協会

■日時 平成 年 月 日（水）午前 時～午後 時

■場所 七ヶ浜町内（自宅や学校・職場などどこでも ）

チャレンジデー PR 用 チラシ（表面）

＜回収ボックスの設置場所について＞

報告は最寄りの回収ボックス（右図）に投函してください。

各地区の設置場所は以下の通りです。

①七ヶ浜町役場 時まで ⑪境山公民分館

②アクアゆめクラブ ⑫亦楽公民分館

③中央公民館 ⑬遠山公民分館

④汐見台郵便局 時まで ⑭汐見台第 分館

⑤菖蒲田郵便局 時まで ⑮汐見台第 分館

⑥吉田浜郵便局 時まで ⑯汐見台南第 分館（集会所）

⑦湊浜公民分館 ⑰汐見台南第 分館（集会所）

⑧謡集会所（松ケ浜） ⑱佐藤魚店（代ヶ崎浜）

⑨東宮浜公民分館 ⑲応急仮設住宅各集会所

⑩要害公民分館

チャレンジデー当日は 時と 時の 回、回収します！！

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

①チャレンジデーとは？？
チャレンジデーは日常的なスポーツの慣習化に向けたきっかけづくり、健康づくり、そし

て地域の活性化を目的とした住民参加型イベントです。

今年は全国で の自治体が参加し、事前に対戦を決めた相手の市町村と、５月の最終

水曜日に、 分以上の運動をした住民の方の割合で勝敗を競います。

 

②対戦相手は？？

抽選の結果、参加する全国の自治体から香川県多度津
た ど つ

町
ちょう

に決定しました！

＜多度津町＞ 人 口： 人 （七ヶ浜町： 人）

面 積： ㎢ （七ヶ浜町： ㎢）

その他：小中学校５校、参加 回目、港町で四国鉄道発祥の町

 

③どうやって報告するの？？

Ⅰ電話 Ⅱ報告用紙を回収ボックスに投函またはファクス Ⅲメール

１ご家族以外でも一緒に運動した方がいましたら、まとめて報告してください

２町内の幼稚園、保育所、小中学校、団体、企業などでカウントした場合は、ご家庭か

らの報告は不要です

３中・高校生の自転車通学もカウント対象になります。忘れずに報告してください。

 

④こんな運動もカウントの対象になります！！
・ウォーキング、ジョギング ・回収 まで歩いて投函 ・家庭での家事

・家庭でのストレッチ ・町外の方と七ヶ浜で運動（参加者全員を報告してください）

・自転車での通勤、通学 ・愛犬と散歩 ・畑仕事など からだを動かせばなんでも

チャレンジデー PR 用 チラシ（裏面）

チャレンジデーイベント参加者大募集

イベントの詳細は、アクアゆめクラブ（ ）までお問い合わせください

七ヶ浜クリーン大作戦にご協力ください！

月 日 水 ～ までの時間を町内一斉清掃日に設定しています。

になりましたら、清掃用具を持参のうえ、各地区集合場所にお集まりください！

それぞれの集合場所は以下の通りです。

①湊浜地区：湊浜地区避難所 ②松ヶ浜地区：新松ケ浜避難所

③菖蒲田浜地区：諏訪神社 ④花渕浜地区：花渕浜ポンプ車置場

⑤東宮浜地区：東宮浜公民分館 ⑥代ヶ崎浜地区：代ヶ崎浜ポンプ車置場

⑦吉田浜地区：吉田浜公民分館 ⑧境山地区：境山公民分館 ⑨遠山地区：遠山地区避難所

⑩汐見台 丁目地区：汐見台第 分館 ⑪汐見台 丁目地区：汐見台第 分館

⑫汐見台南 丁目地区：汐見台南第 分館（集会所）

⑬汐見台南 丁目地区：汐見台南第 分館（集会所）

⑭亦楽地区：亦楽公民分館 ⑮要害・御林地区：要害公民分館

みなさんひとりひとりのチカラが必要です！ご協力宜しくお願い致します！

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しちがはまクリーン大作戦！！

～ 【自由参加】

七ヶ浜町内

みんなで気持ちのいい朝にしよう！

七ヶ浜町内ウォーキングツアー

～ 【申し込み制】

サッカースタジアム集合・解散

約 キロを 時間かけてゆっくり歩きます！

一緒におどろう！カントリーダンス！

～ 【申し込み制】

アクアリーナ

初心者大歓迎！フォークダンスに似た

おしゃれなダンス。みんなで踊りましょう！

人 脚タイムトライアル！

～ 【体協・スポ少】

アクアリーナ

チャレンジデーファイナルイベント

各団体のチーム力を発揮しよう！
ワンポイント情報

今年の対戦相手は香川県。名産品は讃岐うどんです。

相手の文化を理解するために、この日はうどんを食べる

ことをオススメします！うどんを食べて勝利しよう！

チャレンジデー PR 用 チラシ（裏面）
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東
ひがし

松
まつ

島
しま

市
し 宮城県

5回目

主　　催	

チャレンジデー東松島市実行委員会	 （会長　阿部秀保）

東松島市教育委員会　生涯学習課

〒 981-0503	 宮城県東松島市矢本字上河戸 36-1

TEL：0225-82-1111　FAX：0225-82-1845

結　　果	

人　　　口：40,204 人	 宮城県東松島市	 ●　●

参 加 者 数：18,204 人	 VS

参　加　率：45.3％	 大分県豊後大野市	 ○　　

取得メダル：銀	 沖縄県南城市	 　　○

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ファイナルイベント（東松島市民体育館）248 人

2部構成

1.「仙女アクション体験」コーナー：センダイガールズプロレ

スリングから、里村明衣子さん、仙台幸子さん、DASH・チ

サコさん、宮城倫子さんの 4名の方に来ていただき、ストレッ

チと軽いウォーミングアップを実施しました。

2. ギネスに挑戦東松島：スリッパ飛ばし、その場で馬跳び

Max、片足立ちに挑戦し、東松島ローカルルールを取り入れ

ながら実施しました。

②ゲートボール大会（鷹来の森運動公園屋内運動場）81 人

③グラウンド・ゴルフ大会（鷹来の森運動公園屋外運動場）52 人

④全国共通イベント　空き缶積み上げ（市民体育館）29 人

⑤アロマヨガ教室（赤井地区体育館）35 人

【アスリート・著名人など】
里村明衣子（センダイガールズプロレスリング 代表）／仙台幸子、

DASH・チサコ、宮城倫子（センダイガールズプロレスリング 所属）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／商工会・青年会議所／自治会・町

内会／社会福祉協議会

メディア	

石巻日々新聞／ KHB 東日本放送「スーパーJ チャンネル宮城」

広報・周知	

・のぼりや横断幕、ポスターなどの啓発グッズを設置、配布する

時期を例年より早めました。

・市内だけではなく近隣の市町からより多くの方に参加して頂く

ように、新聞広告で広域的な広報を行いました。

製 作 物	

チラシ3,000枚／スタッフTシャツ7枚／のぼり194枚／横断幕・

懸垂幕 17 枚／新聞折り込み用チラシ 9,000 枚

実施効果	

・	地域ごとにイベント内容の計画から実施まで行ったことで、地

域の交流の場となりました。

・	グラウンド・ゴルフをはじめ、ニュースポーツ体験を行ったこ

とで、その後に開催した市主催グラウンド・ゴルフ大会では前

年より多い参加者が集まり実施することができました。

担当者から	

　今年は、目標を昨年の参加率を上回る 45％以上と設定し実施

いたしました。2 年続けての勝利ということにはなりませんでし

たが、参加率 45.3％と昨年を上回るという目標を達成することが

できたことは本当に良かったと思います。そして何より、今回の

チャレンジデーを通して、地域内での交流や運動をするきっかけ

づくりができたことが良かったと思います。

おらほのラジオ体操

仙女の皆さんと一緒に！！

アロマヨガ教室
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2015 年 5 月 23 日 土曜日
石巻かほく新聞

2015 年 5 月 27 日 水曜日　石巻日日新聞

2015 年 6 月 3 日 水曜日　石巻かほく新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日　石巻日日新聞
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秋
あき

田
た

市
し 秋田県

1回目

主　　催	

秋田市チャレンジデー実行委員会	 （名誉会長　穂積　志）

秋田市教育委員会スポーツ振興課

〒 010-0951	 秋田県 秋田市山王二丁目 1-53

	 山王 21 ビル 4F

TEL：018-866-2247　FAX：018-866-2545

結　　果	

人　　　口：318,826 人	
秋田県秋田市	 ●

参 加 者 数：69,237 人	
VS

参　加　率：21.7％	
山口県山口市	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①チャレンジデーみんなでラジオ体操（あきぎんスタジアム）513人

・	 チャレンジデーへの参加気運を高めること目的に、オープニ

ングイベント「チャレンジデーみんなでラジオ体操」として、

参加者全員による、ラジオ体操等を取り入れた 15 分間継続

した運動を行いました。

②チャレンジデーブラウブリッツパーク（年代別サッカー交流大

会、キッズ体験コーナー）（あきぎんスタジアム）434 人

③チャレンジデーなかいちパーク（3B 体操、武術太極拳、リフレッ

シュ体操、スポーツ吹き矢）（エリアなかいち）340 人

④チャレンジデーダンスパーティー（社交ダンス）（市立体育館）

153 人

⑤チャレンジデーベースボールパーク（500 歳野球、ホームラン

競争）（八橋野球場）130 人

⑥わくわくチャレンジデー（就学前の親子を対象としたリズム体

操等）（各市民サービスセンター）110 人

⑦チャレンジデー共催イベント（8 人制バレーボール大会、グラ

ウンド・ゴルフ大会、水中健康増進教室）（太平山リゾート公

園ほか）1,090 人

⑧チャレンジデー無料開放イベント（市内学校、体育施設）（市

内小学校体育施設、市有体育施設）563 人

【アスリート・著名人など】
遠藤純男（元柔道選手　モントリオール五輪　銅メダル）／安

部欣哉（元フェンシング選手 バルセロナ五輪出場）／ブラウ

ブリッツ秋田（サッカー J3 リーグ）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク

リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／民間フィットネ

スクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学校／大学・

専門学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会

／高齢者団体／婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／病院・診

療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

秋田魁新報／ABS 秋田放送テレビ「every.（ABS ニュース）／AKT

秋田テレビ「スピーク（AKTニュース）」／AAB 秋田朝日放送「J チャ

ン（AAB ニュース）」／ケーブルテレビ／ABSラジオ「ごくじょうラジオ」

広報・周知	

・	広報やホームページのほか、新聞やテレビ・ラジオ等で広く市

民に周知しました。

・	電話オペレーターにより、市民の中から無作為に抽出した約

2,000 人に対し、PR 活動を行うとともに、本市スポーツマスター

プランに掲げる基本目標に関する設問も加え、既存スポーツ施

策の経年的な効果等を検証する機会としても実施しました。

製 作 物	

チラシ 4,000 枚／ポケットティッシュ 2,000 個／のぼり 50 本／

横断幕・懸垂幕 10 枚／リフレッシュペン 2,400 本

実施効果	

・	チャレンジデーの開催を契機に、市民へスポーツの関心と習慣

化を喚起することができました。

・	子どもから高齢者まで、誰でも気軽に参加できるイベント等を

企画・開催したことにより、参加者からは大変好評であり、是非、

来年以降も参加したいという意欲的な意見を多くいただきまし

た。

・	トップスポーツクラブをはじめとする、NPO などの各種スポー

ツ団体と連携・協力したことにより、団体との連携のさらなる

強化が図られました。

担当者から	

　本市のチャレンジデー実施は、人口規模によるカテゴリーが最

大域であったことに加え、初挑戦による試行錯誤の中で準備期間

の短さもあり、山口市との対戦には敗れてしまいました。

　しかしながら、多くの市民に、「運動やスポーツによる健康づ

くり」の新たな目標ができたものと、来年以降の継続に大きな意

義を感じております。

　また、今後は、チャレンジデー勝敗の結果だけにこだわるので

はなく、本市が平成 20 年に宣言した「はずむスポーツ都市」の

実現に向け、全市民がいつでも、どこでも、いつまでもスポーツ

に親しむことができる環境づくりに努めてまいります。

オープニングイベント「みんなでラジオ体操」
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新聞

チャレンジデーなかいちパーク「武術太極拳」 フィナーレイベント「チャレンジデーダンスパーティー」

2015 年 4 月 16 日 木曜日　秋田魁新報 2015 年 5 月 20 日水曜日　秋田魁新報



96
レポート

井
い

川
かわ

町
まち 秋田県

5回目

主　　催	

井川町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　齋藤多聞）

井川町教育委員会

〒 018-1523	 秋田県南秋田郡井川町坂本字山崎 19

TEL：018-874-3668　FAX：018-874-3668

結　　果	

人　　　口：5,143 人	
秋田県井川町	 ○

参 加 者 数：4,215 人	
VS

参　加　率：82.0％	
長野県喬木村	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①井川小学校ランニング（井川小学校グラウンド）216 人

②井川中学校「サーキットトレーニング」（井川中学校体育館）

134 人

③井川こどもセンター「親子で楽しむ運動遊び」（日本国花苑）

220 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合型

地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／事業所・

企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人

会／社会福祉協議会／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

秋田魁新報／湖畔時報

広報・周知	

・	チャレンジデーの参加者を 29 町内会の対抗競争方式で実施し

（参加率 1％を 1 点）、全町運動会の総合得点に加点、総合表彰

に加え、チャレンジデー参加率上位町内会を表彰することで盛

り上がり、チャレンジデー実施の成果が現れています。また、

実施前に町内会長及び体育部長会議を開くことで、より一層の

競争意識が向上しました。

・	町内会長・班長への個別説明に努めるとともに、町民には、自

作でラベルを貼り付けたボックスティッシュを配布し、PR に

努めた結果、参加率のアップにつながりました。

・	企業等へは、個別訪問を行い、全面協力してもらうことができ、

従業員のチャレンジデー参加への意識の向上につながりまし

た。

製 作 物	

チラシ 2,000 枚／ポケットティッシュ 1,000 個／のぼり 20 本／

タオル 300 枚／町内表彰トロフィー 6 個／ボールペン 460 本

実施効果	

　今回 5 回目の挑戦で、今まで参加率の低かった人口が多い地区

の参加率が前回に比べてアップしました。実施回数が増えること

で、町民の健康への意識が向上したことが参加率アップの要因と

みられます。実施することにより、町民の健康づくりへの意識が

向上していくことを期待しています。

担当者から	

　本町は、5 回目の実施となりますが、各企業・町内会等に直接

個別説明したり、町民への有線放送での呼びかけ、チラシ、PR

用ボックスティッシュの全戸配布など PR に努めた結果、チャレ

ンジデーが近づくにつれて、問い合わせも多くなり、関心の高さ

がうかがえ、昨年より参加率アップとなりました。チャレンジデー

を通して町民が運動をすることや、健康づくりに興味があるのが

わかりました。

　また健康づくりのために、町民がどのくらい運動しているのか

など、チャレンジデーを通じデータとして入手することができま

した。このことは、今後のまちづくりのための貴重な資料となる

はずです。

卓球教室

親子で楽しむ運動遊び
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新聞

みんなでウォーキング

2015 年 5 月 27 日 水曜日　秋田魁新報

2015 年 5 月 18 日 
月曜日
秋田魁新報

2015 年 6 月 4 日 木曜日　湖畔時報
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レポート

羽
う

後
ご

町
まち 秋田県

4回目

主　　催	

羽後町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　安藤　豊）

羽後町教育委員会

〒 012-1131	 秋田県雄勝郡羽後町西馬音内字中野 187

	 羽後町総合体育館

TEL：0183-62-1323　FAX：0183-62-1323

結　　果	

人　　　口：16,353 人	
秋田県羽後町	 ○

参 加 者 数：9,053 人	
VS

参　加　率：55.4％	
熊本県山都町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①役場職員課所別対抗玉入競技大会（羽後町総合体育館（羽後ア

リーナ））172 人

②出前！ウォーキング（各地区公民館）154 人

・	 だれでも、どこでも気軽にでき、その人の体力、健康に応じ

たプログラムである事から普及したいと考えています。

③○×クイズウォーク（羽後町総合体育館（羽後アリーナ））100人

④おはよう！ラジオ体操（羽後町多目的運動広場）97 人

⑤グラウンド・ゴルフ交流会（スポーツガーデン）99 人

【アスリート・著名人など】
郡司　歩（みちのくプロレス）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／総合型地域ス

ポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事

業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体

／婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／病院・診療所／高齢者

施設／障害者施設

メディア	

秋田魁新報／ FM ゆーとぴあ「おしゃべりミュージック BOX」

広報・周知	

　羽後町健康推進委員の協力により、各地区で行われたウォーキ

ング等のイベントへの参加要請と報告用紙の回収により、参加率

向上につながったと考えます。

製 作 物	

チラシ15,000枚／スタッフTシャツ220枚／ポケットティッシュ

2,000 個／のぼり 30 本／スタッフポロシャツ 10 枚

実施効果	

　徐々に健康づくりに対する住民の意識高揚があり、参加率の向

上につながっていると考えます。

担当者から	

　参加いただいた各種団体、地域の方々、関係者に改めてお礼を

申し上げます。

ラージボール卓球交流会

出前！ウォーキング教室

役場職員課所別対抗玉入競技大会
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新聞

2015 年 6 月 1 日 月曜日　秋田魁新報

2015 年 5 月 26 日 火曜日　秋田魁新報



100
レポート

大
おお

潟
がた

村
むら 秋田県

1回目

主　　催	

大潟村チャレンジデー実行委員会	 （村長　髙橋浩人）

大潟村教育委員会 生涯学習班 村民体育館

〒 010-0441　秋田県南秋田郡大潟村北 2-1

TEL：0185-45-2269　FAX：0185-45-2685

結　　果	

人　　　口：3,284 人	
秋田県大潟村	 ○

参 加 者 数：1,430 人	
VS

参　加　率：43.5％	
熊本県山江村	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①あぜ道ウォーキングと村内ウォーキング（村内圃場・他）500人

・	 農業人口がほとんどを占める大潟村では農繁期の忙しい時期

ですが、「田んぼのあぜ道ウォーキング」や「苗運びストレッ

チ」 など農家の皆さんが農作業の一貫で「チャレンジデー

に参加している」という意識を持って運動することでカウン

ト対象となることを PRし、参加率アップを図りました。

②ラジオ体操（村商店街広場及び各事業所内）400 人

③リズム遊び･踊り･シェイプアップ教室（大潟保育園･幼稚園･小

学校 ･ 中学校）350 人

④グラウンド・ゴルフ（多目的運動広場）150 人

⑤元気はつらつ教室（ふれあい健康館）50 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／事業

所・企業／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／社会福祉協議

会／病院・診療所／高齢者施設

メディア	

秋田魁新報

広報・周知	

・	チャレンジデーというイベントの実施目的と運動やスポーツを

通じて地域住民の健康に対する意識の向上を図ることができま

した。

・	農繁期にあたるため、農作業の合間に「あぜ道ウォーキング」

などのプログラムを実施し、村民にチャレンジデーに参加して

いるという意識を与えることができました。

製 作 物	

チラシ 1,100 枚／ポスター 50 枚

実施効果	

　チャレンジデーを実施することにより、地域住民の健康やス

ポーツに対する意識の向上、継続的に気軽にスポーツに親しんで

もらうためのきっかけづくりができました。

担当者から	

　今年初挑戦の大潟村ですが、農繁期のため参加予想ができませ

んでした。しかし住民の参加率は 40％を超え、予想以上の参加

報告をいただくことができました。

　 今回のチャレンジデー開催を契機に住民がスポーツを楽しみ

ながら健康づくりに努め、継続して親しんでもらうためのイベン

トの企画や周知を、これからも図りたいと思います。

ラジオ体操指導を行うスポーツ推進員

懇親会前のラジオ体操
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新聞

2015 年 5 月 20 日水曜日
秋田魁新報

2015 年 5 月 28 日 木曜日　秋田魁新報



102
レポート

大
おお

館
だて

市
し 秋田県

3回目

主　　催	

大館市チャレンジデー実行委員会	 （会長　福原淳嗣）
大館市教育委員会  教育総務課  スポーツ振興室  スポーツ振興係
〒 018-3595	 秋田県大館市早口字上野 43-1
	 田代総合支所内
TEL：0186-43-7148　FAX：0186-54-6999

結　　果	

人　　　口：76,660 人	
秋田県大館市	 ○

参 加 者 数：53,370 人	
VS

参　加　率：69.6％	
長崎県大村市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①チャレンジデー 2015 in おおだて開始式（大館樹海ドーム）
850 人
・	 開始式は、毎年行っている恒例行事です。市長、実行委員、
スポーツ推進委員、保育園、小学校、婦人会、老人クラブなど、
市民に広く参加を呼びかけ、全員で「ガンバロー宣言」とラ
ジオ体操を行っています。大館市の観光キャラクター「はち
くん」と一緒に子どもたちが「はちくんダンス」を披露し、
市民に周知するきっかけとなりました。

・	 ラジオ体操後は、各イベントを開催、ドームアリーナを市民
に開放しています。特に、今年は市長と市民が一緒にノル
ディックウォーキングを楽しみました。また、幼児が遊べる
コーナー、小学生の頭脳戦「スポーツ鬼ごっこ」、大人のた
めの体力テスト、子どもから老人まで楽しめるニュースポー
ツのコーナーを充実させて、参加者はさまざまなスポーツを
体験しました。

②教育長杯ロープ・ジャンプ・X（各小学校）666 人
③秋田県王者に挑戦！市民対抗綱引大会（大館樹海ドーム）100人
④ピラティス体験会（大館樹海ドーム）40 人
⑤ボクササイズ（比内体育館）37 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／レク
リエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園
／小学校／中学校／高等学校／大学・専門学校／事業所・企業／
商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／社
会福祉協議会／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

北鹿新聞／秋田魁新報／大館ケーブルテレビ「ケーブル情報局おお
だて」

広報・周知	

・チャレンジデー PR のため、マラソン大会で PR ブースを設けた
り、早朝のラジオ体操開始式に参加してチャレンジデーを紹介、
市民へ参加を呼びかけました。

・チャレンジデー実行委員会事務局のある市役所支所内の全職員
にスタッフ T シャツを配布し、勤務時間などに着用、市民への
PR に努めました。T シャツがきっかけとなり、市民の方との対

話が広がりました。
・希望する町内会や団体へのぼりを寄贈し、地域での PR に協力

していただきました。積極的に活動する町内会が増え、チャレ
ンジデー当日は早朝からラジオ体操やゴミ拾いウオーキングを
行っている団体を多く見かけることができました。

・市の広報車で、市内を巡回する際にチャレンジデー参加を呼び
かけた音声を流し、市民へ周知しました。

・チャレンジデー当日の参加報告場所として協力いただいた地域
公民館すべてにのぼりを寄贈し、事前の PR、報告場所の目印
として利用いただきました。

・ウォーキングコース入り口へチャレンジデーの看板を設置し、
公園利用者へ PR を行いました。

製 作 物	

チラシ 5,000 枚／スタッフ T シャツ 180 枚／「教育長杯ロープ・
ジャンプ・Ｘ」優勝杯 1 個／「市民対抗綱引大会」準優勝楯 3 個
／「市民対抗綱引大会」優勝トロフィー 3 個

実施効果	

・	市民からの意見を参考にしました。チャレンジデーを通じて、
運動・健康に対する市民の意識が高まってきているのが感じら
れました。

・	全国共通イベントを全小学校で行ったことにより、運動だけで
なく、子どもたちの仲間意識、心を育てるきっかけ作りにつな
がりました。

・	新しいイベントを企画・運営したことで、スポーツに対する意
識の向上と、参加人数の増加につながりました。たくさんのス
タッフが協力し成功できたことは、今後の新しい取り組みを進
めていくうえでとても励みになりました。

・	体育施設の無料開放やイベントの開催により、施設の利用者数
が増加しました。継続して運動できるきっかけ作りにつながっ
たと思います。

・	PR の方法を拡大させたことにより、さらに多くの市民に周知
することができました。

・	介護施設に通院している高齢者や施設のスタッフにも協力を仰
ぎ、リハビリ運動やウォーキングなどを積極的に行ってもらい
ました。幅広い年齢層の方々に運動に対する意識を高めてもら
うきっかけとなりました。

担当者から	

　今年は 3 回目の実施となり、チャレンジデーは市民に認識され
てきていますが、参加報告の方法はまだ十分に周知されていない
のが現状です。来年は報告の方法や周知の仕方を見直し、さらに
参加者の増加につなげたいと思います。
　回数を重ねるごとに参加率は少しずつ増加しており、今年は念
願だった初勝利と金メダルを獲得することができました。スタッ
フが少ない中でイベントを見直し、新しい企画を進めることはと
ても勇気のいることでしたが、たくさんの支えと知恵をいただき、
無事に（？）終えることができました。
　当日は多数の運営スタッフの協力により、市民に楽しんで参加
してもらうことができました。参加率を 1％増やすことの難しさ
を改めて知り、今後もスポーツによる健康づくり・体力づくりの
お手伝いができる取り組みを続けていきたいと思いました。
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新聞

「開始式」全員でラジオ体操 女性に人気！ピラティス体験会

2015 年 5 月 20 日 水曜日
北鹿新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日
北鹿新聞



104
レポート

男
お

鹿
が

市
し 秋田県

4回目

主　　催	

男鹿市チャレンジデー実行委員会	 （会長　渡部幸男）

男鹿市教育委員会　生涯学習課

〒 010-0595	 秋田県男鹿市船川港船川字泉台 66-1

	 男鹿市役所

TEL：0185-24-9102　FAX：0185-24-9156

結　　果	

人　　　口：30,205 人	
秋田県男鹿市	 ○

参 加 者 数：15,858 人	
VS

参　加　率：52.5％	
鹿児島県奄美市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①買い物ウォーキング（市内スーパー 4 店舗）3,056 人

②チャレンジデー大使によるラグビー教室（脇本近隣公園グラウ

ンド）100 人

③なまはげ健康ウォーキング（男鹿市総合運動公園球技場周辺）

65 人

④膝や腰の痛みを和らげる運動教室（男鹿市総合体育館）42 人

・	 男鹿みなと市民病院　理学療法士を講師にお招きし、高齢者

を対象とした、膝や腰の痛みを和らげるストレッチ運動を行

いました。

【アスリート・著名人など】
秋田ノーザンブレッツ（ラグビー トップイーストリーグ）／

ブラウブリッツ秋田（サッカー J3 リーグ）

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／総合型地域ス

ポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事

業所・企業／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／社会福祉協

議会／病院・診療所／高齢者施設

メディア	

日の出新報

広報・周知	

　本市では、市広報へ PR チラシを折り込み、周知することが最

も効果のあった周知方法だと感じました。

製 作 物	

スタッフ T シャツ 50 枚／ポケットティッシュ 20,000 個／のぼり

20 本／タオル 300 本／参加賞色鉛筆 600 本／参加賞ボールペン

2,300 本／チラシ 1,500 枚

実施効果	

・年々、参加協力していただける団体・企業等が増え、チャレン

ジデーの浸透と健康づくりに対する意識が高まってきたと思い

ます。

・住民の相互交流が図られました。

担当者から	

　今回で 4 回目の実施となり、目標の「50％」を達成することが

できました。当日は悪天候にもかかわらず、参加・協力していただ

いた皆さんに感謝します。目標を達成できたのも、「チャレンジデー」

が住民に浸透し、健康づくりへの意識も高まっているためだと思

います。今後は、町内会など地区単位での取り組みを活発にする

ことで、参加率の向上、地域の活性化に繋がると考えます。これ

からも、チャレンジデーを通じて、住民の健康づくりに役立てら

れるように進めていきたいと思います。

なまはげ健康ウォーキング

チャレンジデー大使によるラグビー教室

膝や腰の痛みを和らげる運動教室
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チャレンジデー PR 用チラシ（裏面）

チャレンジデー PR 用チラシ（表面）
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レポート

潟
かた

上
がみ

市
し 秋田県

3回目

主　　催	

潟上市チャレンジデー実行委員会	 （会長　石川光男）

潟上市教育委員会　教育部　文化スポーツ課

〒 010-0201	 秋田県潟上市天王字棒沼台 226-1

	 潟上市役所

TEL：018-853-5363　FAX：018-853-5277

結　　果	

人　　　口：33,899 人	
秋田県潟上市	 ○

参 加 者 数：23,783 人	
VS

参　加　率：70.2％	
佐賀県神埼市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①買物ウォーキング（市内 15 会場（道の駅、ショッピングセンター

等））6,734 人

・	 市内都市公園や、道の駅、大型ショッピングセンターに協力

を依頼し、来訪者・来客を対象に買物をしながらのウォーキ

ングをしたことで、チャレンジデーに参加したという意識を

持っていただくプログラムです。

②スポーツクラブイベント（潟上市天王総合体育館、潟上市昭和

体育館、潟上市出戸コミュニティセンター）447 人

③レクリエーション体操、ペタンク講習（潟上市天王総合体育館、

潟上市昭和体育館、潟上市飯田川体育館）261 人

④グラウンド・ゴルフ交流会（潟上市天王多目健康広場、潟上市

昭和グラウンドゴルフ場）187 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高

齢者団体／婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／病院・診療所

／高齢者施設／障害者施設／消防団

メディア	

湖畔時報／日の出新報

広報・周知	

　表面はチラシ、裏面は報告用紙の PR 用チラシを作成し、全戸

配布しました。

　公共施設だけでなく、地域の集会所等へもチャレンジデーの「の

ぼり」を設置し、イベントの周知をしました。これにより自治会

等に広くアピールすることができ、その結果、自治会等による自

主イベントの開催につながったものと考えております。

　市の防災無線、有線放送を通じて広報をすることで、全市民に

チャレンジデー参加の意識づけを行いました。

製 作 物	

チラシ 14,000 枚／スタッフ T シャツ 150 枚／のぼり 20 本／名入

ボールペン 14,300 本／巨大縦幕（メイン会場の外へ設置）1 枚

実施効果	

・	各種団体による自主イベントが増加しており、チャレンジデー

が浸透してきているのを感じています。また、自主イベントの

企画等を通じて地域コミュニティの形成と健康づくりに対する

意識の向上が図られました。

・	チャレンジデーを通じて市内にある体育施設や、スポーツ団体

の活動の周知が図られました。

・	総合型スポーツクラブからの事業協力により、クラブの活動が

周知され、市民のクラブへの興味が高まりました。

担当者から	

　今年も市内各学校、自治会、老人クラブ、婦人会、事業所、ス

ポーツ団体等、多くの団体が自主イベントを開催し、団体間の交

流の促進、健康づくりにおける意識の向上が図られました。参加

団体数も年々増加してきており、チャレンジデーが地域に浸透し

てきていると感じております。

　チャレンジデー当日は、市全体が活気に溢れた 1 日となりまし

た。これを機会として今後も地域の交流が図られ、継続的な運動・

スポーツの習慣化へとつながればと思います。

買物ウォーキング

レクリエーション体操
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グラウンド・ゴルフ交流会

2015 年 5 月 28 日 木曜日　湖畔時報

2015 年 6 月 4 日 木曜日　湖畔時報
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レポート

鹿
か

角
づの

市
し

3回目

秋田県

主　　催	

鹿角市チャレンジデー実行委員会	 （会長　児玉　一）

鹿角市教育委員会　スポーツ振興課

〒 018-5292	 秋田県鹿角市花輪字荒田 4-1

TEL：0186-30-0297　FAX：0186-30-1140

結　　果	

人　　　口：33,243 人	
秋田県鹿角市	 ○

参 加 者 数：22,610 人	
VS

参　加　率：68.0％	
島根県雲南市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操＆ストレッチ（鹿角市役所）268 人

②オープニングイベント（みんなでラジオ体操）（八幡平小学校

グラウンド）250 人

・	 毎年オープニングイベントとして、市内の小学校を会場に、

保護者や市民の方にも参加を呼びかけ、ラジオ体操を実施し

ています。今年は八幡平小学校を会場に、鹿角市スポーツ推

進委員を講師に全員でラジオ体操を行い、250 名の参加があ

りました。

③毛馬内盆踊り教室（十和田市民センター）210 人

④グラウンド・ゴルフ教室（十和田市民センター　ほか）79 人

⑤レクダンス＆フォークダンス（花輪市民センター）53 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高

齢者団体／病院・診療所／高齢者施設／障害者施設

メディア	

北鹿新聞／米代新報／鹿角きりたんぽ FM

広報・周知	

　市広報紙及びホームページに PR 記事を掲載して参加を呼び掛

けたほか、自治会を通じて全世帯への裏面が参加報告用紙のチラ

シ配布を行いました。そのほか、市内各企業、学校、保育園、幼

稚園、市民団体等に訪問または文書により直接協力をお願いしま

した。また昨年度より、コミュニティ FM を活用して対戦市との

エール交換の模様を放送しております。

　今年度から、秋田県内の全市町村がチャレンジデーを実施する

こととなり、本市独自の PR のほか、県内では多くのメディアに

取り上げられ、その相乗効果もあって認知度は高まったものと思

います。

製 作 物	

チラシ 18,000 枚／スタッフ T シャツ 36 枚／ポケットティッシュ

1,000 個／タオル 900 枚

実施効果	

　市を挙げての実施は 3 回目となりますが、年々市民の認知度が

高まっているようです。今年は、全体の参加率は昨年よりも下がっ

たものの、個人や市民団体からの自主的な報告者数は増えていま

す。他市町村との対戦型という珍しいシステムが功を奏し、市民

一丸となって挑戦するという気運の高まりにつながっていると思

います。また、このイベントが市民の健康づくりを考えるきっか

けとなり、日常的な運動の習慣化に結びつくことを期待していま

す。

　「スキーと駅伝のまち」を掲げ、スポーツによるまちづくりを

推進する本市にとって、競技スポーツだけではなく生涯スポーツ

活動の普及も目標ですので、市民にとってもっとスポーツや運動

が身近なものとなり、運動実施率が向上するよう、今後もチャレ

ンジデーへの挑戦を続けていきたいと考えています。

担当者から	

　昨年に即した形で今年も実施しましたが、実際やってみるとい

くつかの改善すべき点や、対戦市からヒントをいただけた点など

もありました。来年は今年よりも多くの市民が、もっと楽しんで

参加できるイベントになるよう、引き続き検討していきたいと思

います。

オープニングイベント（開始式）

日本舞踊（花輪市民センター）
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両市の健闘をたたえて

2015 年 5 月 27 日 水曜日
鹿角きりたんぽ FM（ニュース）

2015 年 5 月 29 日 金曜日　米代新報

2015 年 5 月 29 日 金曜日　北鹿新聞
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レポート

上
かみ

小
こ

阿
あ

仁
に

村
むら 秋田県

2回目

主　　催	

上小阿仁村チャレンジデー実行委員会（会長　小林悦次）

教育委員会生涯学習班

〒 018-4421	 秋田県北秋田郡上小阿仁村小沢田字向川原 60-3

TEL：0186-60-9000　FAX：0186-77-3223

結　　果	

人　　　口：2,589 人	
秋田県上小阿仁村	 ●

参 加 者 数：1,656 人	
VS

参　加　率：64.0％	
岡山県新庄村	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①クリーンアップウォーク（各集落）300 人

②小中学校チャレンジデーウォーキング（小中学校）124 人

③かみこあにスポーツ少年団育成会レクリエーション交流会（ト

レーニングセンター）107 人

・	 30・40 歳代の保護者世代をターゲットに交流会を開催しま

した。

・	 ボール送り、フリースロー、ボール運びなどを実施し多くの

参加者で賑わいました。

④ポールストレッチ（保健センター）27 人

⑤健康チェックと健康おみくじ（トレーニングセンター）12 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／総合型地域ス

ポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／事業所・企業

／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会／

社会福祉協議会／病院・診療所

メディア	

秋北新聞／北鹿新聞

広報・周知	

　村内各世帯に設置されている IP 電話（愛称　こあに電話）を

利用し、チャレンジデー開催と参加を呼びかけました。

　また、チャレンジデー前日及び当日に全集落を広報車が巡回し

て参加を呼びかけるなど、村民に周知しています。

製 作 物	

チラシ 2,000 枚／スタッフ T シャツ 20 枚／ポケットティッシュ

2,000 個／のぼり 20 本／帽子 30 個／地区別対抗戦チャレンジ

デー賞楯（レプリカ）4 個

実施効果	

　チャレンジデーへの参加を集落別対抗としたことで、地域の団

結力が強くなりました。

　また、チャレンジデーをきっかけに村では毎日午前 6 時 30 分

と午後 3 時に、防災広報無線でラジオ体操を放送することになり、

村民の健康づくりへの意識が高まりました。ラジオ体操の放送は

チャレンジデーが終わった現在でも続いております。

担当者から	

　昨年に引き続き 2 回目の実施となり、参加率 65％を目指して

取り組みましたが、惜しくも 1％及びませんでした。しかしなが

ら昨年より参加者が増加し、住民のチャレンジデー・健康づくり

に対する意識の高揚が見られたことは大変嬉しく思います。

　チャレンジデーの開催に当たっては半年以上も前から準備をす

る必要があり、関係者の方々には大変な苦労がありますが、今後

も継続してチャレンジデーに挑戦し、住民の健康づくりの一助に

なればと考えております。

オープニングセレモニー

スポ少交流会

ポールストレッチ
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2015 年 5 月 28 日 木曜日
北鹿新聞

2015 年 5 月 22 日 金曜日　秋北新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日　秋北新聞
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レポート

北
きた

秋
あき

田
た

市
し 秋田県

3回目

主　　催	

北秋田市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　津谷永光）

北秋田市教育委員会　スポーツ振興課

〒 018-3331	 秋田県北秋田市鷹巣字東中岱 11

	 鷹巣体育館内

TEL：0186-62-3800　FAX：0186-62-3801

結　　果	

人　　　口：34,716 人	
秋田県北秋田市	 ○

参 加 者 数：20,381 人	
VS

参　加　率：58.7％	
大分県杵築市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①買い物ウオーキング（市内大型スーパー 3 店舗）1,181 人 

②平成 27 年度鷹巣地区バスケットボール大会（北秋田市鷹巣体

育館）200 人 

③運動教室（水泳、水中運動、ストレッチ、等）（ 北秋田市民プー

ル）186 人 

④北秋田市長杯 in チャレンジデーグラウンド・ゴルフ大会（北

秋田市ハイランド広場）101 人

・	 グラウンド・ゴルフを通じて、日常的なスポーツの習慣化に

向けたきっかけづくりとスポーツによる健康づくり、参加者

の親睦と交流による地域づくりを目的に実施しました。

・	 全 32 ホールの合計打数で競い、1位～ 6位およびホールイ

ンワン賞、ラッキー賞等をもうけて、参加者に喜んでもらう

ようにしました。

・	 今年はチャレンジデー大使（県内大使）として、クロスカン

トリースキーで活躍の石垣寿美子氏を迎えて激励をいただき

ました。

⑤ようかい体操（ 北秋田市中央公民館）89 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高

齢者団体／婦人会／障害者団体／社会福祉協議会／病院・診療所

／高齢者施設／障害者施設

メディア	

秋田魁新報／秋北新聞

広報・周知	

　従来、市職員が中心であった実行委員会に、自治会、体育協会、

商工会、老人クラブ、婦人会等の住民団体からも参加いただき、

きめ細かい周知が図られたことにより、住民団体の自主的な取り

組みが多くなりました。

製 作 物	

チラシ35,000枚／スタッフTシャツ120枚／ポケットティッシュ

2,000 個／のぼり 100 本

実施効果	

　チャレジデーは対戦に勝利する事が主目的ではありませんが、

誰もが対戦の勝敗を意識します。その結果、勝利を目指して市民

が自ずから何をすればよいのか、何ができるのかを考えることに

つながり、日常の運動やスポーツを意識していない人が、スポー

ツ、健康について意識するきっかけとなったと思います。

担当者から	

　市が企画したプログラムの参加者よりも、職場や地域住民が自

ら企画実践した事例が増え、この活動が、地域コミュニティづく

りの一助となることが大いに期待できます。

グラウンド・ゴルフ参加者と石垣さん

バランスボール教室

自治会のウォーキング
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2015 年 5 月 11 日 月曜日　秋北新聞

2015 年 5 月 13 日 水曜日　秋北新聞

2015 年 5 月 29 日 金曜日
北鹿新聞
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レポート

小
こ

坂
さか

町
まち

主　　催	

小坂町チャレンジデー実行委員会（実行委員長　細越　満）

小坂町教育委員会　学習振興班

〒 017-0201	 秋田県鹿角郡小坂町小坂字砂森 7-1

	 小坂町交流センター内

TEL：0186-29-2069　FAX：0186-29-4436

結　　果	

人　　　口：5,643 人	
秋田県小坂町	 ●

参 加 者 数：3,498 人	
VS

参　加　率：62.0％	
北海道本別町	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①オープニングセレモニー＆ノルディックウォーク（小坂町中央

公園）400 人

②小坂高校ラジオ体操・よさこい演舞（小坂高等学校）180 人

③ロープ・ジャンプ・X（小坂町陸上競技場）140 人

・	 中学校の体育祭で長縄跳びを行っていることから、全国共通

イベントへの参加として実施しました（今回 2回目）。記録

よりも全員参加を重視して取り組み、仲間作りやクラス全員

での一体感、達成感を創出することができました。

④パークゴルフコンペ（小坂町みんなの運動公園）70 人

⑤ニュースポーツ体験（小坂町向陽体育館）30 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／総合型地域スポーツクラブ／幼稚

園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／自治会・

町内会／高齢者団体／社会福祉協議会

メディア	

北鹿新聞／よねしろ新報

広報・周知	

　周知用のチラシを全戸配布し参加啓発に取り組みました。また

ポスター・チラシを団体・企業等にも配布しながら協力を要請

し、町を挙げての取り組みへとつなげてきました。5 回目の実施

でチャレンジデーが浸透してきたこともあり、こうした取り組み

により前年からの参加率アップへと結びつき、目標とする参加率

を達成できました。

製 作 物	

チラシ 3,500 枚／ポケットティッシュ 1,000 個／タオル 300 枚

実施効果	

　5 回目の実施で取り組みが浸透してきたこともありますが、対

戦相手との勝負や参加率へのこだわりだけでなく、チャレンジ

デーの開催を通じて、広く日常的な運動の必要性・重要性を周知

することができました。また、気軽にスポーツに触れる機会の提

供、運動のきっかけづくりという意味でも健康増進につなげるこ

とができました。

秋田県

5回目

ロープ・ジャンプ・Ｘ

小坂高校全校生徒によるラジオ体操

多くの町民が参加したラジオ体操
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新聞

2015 年 4 月 18 日 土曜日　北鹿新聞

2015 年 5 月 26 日 火曜日　北鹿新聞

2015 年 5 月 28 日 木曜日　北鹿新聞 2015 年 5 月 29 日 金曜日　米代新報
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レポート

五
ご

城
じょう

目
め

町
まち 秋田県

8回目

主　　催	

五城目町チャレンジデー実行委員会	 （会長　渡邉彦兵衛）

五城目町教育委員会　生涯学習課

〒 018-1723	 秋田県南秋田郡五城目町上樋口字堂社 75

TEL：018-852-4411　FAX：018-852-4414

結　　果	

人　　　口：10,182 人	 秋田県五城目町	 ○　○

参 加 者 数：5,735 人	 VS

参　加　率：56.3％	 北海道芦別市	 ●　　

取得メダル：金	 熊本県あさぎり町	 　　●

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①グラウンド・ゴルフ交流大会（町運動公園芝生広場）100 人

・	 町グラウンド・ゴルフ協会の協力により、4コース合計36ホー

ルの大規模な大会が可能で、チャレンジデーのみならず、平

日は多くのファンで賑わっています。今回も、レベルの高い

交流会として真剣勝負をしたり、笑顔が飛び交っていたりと

時間を満喫していました。

②ゲートボール交流大会（スパーク五城目）30 人

③高齢者体力づくり（町周辺ウォーキング）30 人

④楽らくエアロビクスきょうしつ（町体育館）30 人

⑤太極拳（町体育館）40 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／スポーツ少年団／競技団体／総合

型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校／中学校／高等

学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会／高

齢者団体／婦人会／社会福祉協議会／．病院・診療所／高齢者施

設／障害者施設

メディア	

NHK 秋田放送局／秋田魁新報／湖畔時報社

広報・周知	

全戸配布のチラシや、企業訪問などを徹底し、周知を図りました。

製 作 物	

チラシ 4,500 枚／スタッフ T シャツ 35 枚／ポケットティッシュ

5,000 個／のぼり 20 本／タオル 400 枚

実施効果	

　7 年ぶりの勝利とさらに金メダル獲得ということで実行委員一

同、大変喜びました。町内会および企業の認知度も安定してきて

おり、今後もチャレンジデーのみならず、普段から運動・スポー

ツに取り組んでもらえるよう周知を図っていきたいと思います。

人気の太極拳

対戦相手の首長とのエール交換

大賑わいのグラウンド・ゴルフ交流大会
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新聞

2015 年 4 月 18 日 土曜日　秋田魁新報

チャレンジデー PR 用チラシ
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レポート

仙
せん

北
ぼく

市
し 秋田県

5回目

主　　催	

仙北市チャレンジデー実行委員会	 （会長　門脇光浩）

仙北市教育委員会　スポーツ振興課

〒 014-0392	 秋田県仙北市角館町東勝楽丁 19

TEL：0187-43-3390　FAX：0187-54-1727

結　　果	

人　　　口：28,570 人	
秋田県仙北市	 ○

参 加 者 数：14,607 人	
VS

参　加　率：51.1％	
神奈川県松田町	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を入れているプログラムと内容）	

①仙北市民交流グラウンド・ゴルフ大会（桧木内川河川公園）

173 人

②仙北市合同武術太極拳交流会（角館武道館）70 人

③ラジオ体操＆ウォーキング（桧木内川堤及び生保内地内）30人

・	 誰でも簡単にできるラジオ体操とウォーキングを組み合わせ

て今年度初めて実施しました。

・	 参加者全員でラジオ体操を行った後、スポーツ推進委員によ

るウォーキングの講習を行い、それぞれの参加者が自分の姿

勢や歩き方のチェックをし、その後実際に約 30 分のウォー

キングを行いました。

④歴史を感じてウォーク（武家屋敷通り）11 人

⑤各種スポーツ（ストレッチ、卓球、スクエアステップ他）（角

館総合型地域スポーツクラブ及びきたうらアクアスポーツクラ

ブ）30 人

協力・連携	

体育協会／スポーツ推進委員／総合型地域スポーツクラブ／幼稚

園・保育園／小学校／中学校／高等学校／事業所・企業／商工会・

青年会議所／自治会・町内会／高齢者団体／婦人会

広報・周知	

　仙北市チャレンジデー実行委員会の公式 facebook ページを開

設し、チャレンジデーのイベント情報や準備状況、当日の様子な

どをアップし、周知を図りました。

製 作 物	

チラシ 14,000 枚／ポケットティッシュ 1,500 個／のぼり 16 本／

横断幕・懸垂幕 1 枚

実施効果	

・参加人数がこれまでで 1 番多く、チャレンジデーを通して市民

や各種団体のスポーツや運動に対する意識が年々高まってきて

いると感じています。今回は自主的にイベントを企画、実施し

た団体もあり、多数の市民の参加がありました。このような動

きはスポーツや運動に対する意識が高まっている結果であり、

今後日常的な運動につながっていくものと感じています。

・市内の小学校に参加票の回収箱を設置し、子供たちが自ら参加

票を記入し、回収箱に投函しました。この取り組みによりチャ

レンジデーに参加することの楽しさを実感し、スポーツや運動

を身近なものとして感じてもらうことができました。

・	各種イベントを実施したことで、参加した市内各地区の住民が

スポーツを通じて交流を深めることができました。

担当者から	

　チャレンジデーを担当して今回で 3 回目になりますが、人口は

年々減っているものの、参加者数、参加率は増えており、少しず

つではありますが、市民にも浸透してきていると感じています。

チャレンジデー実施後には市民からチャレンジデーに参加した、

報告したというお話や、対戦結果の問い合わせなどをいただきま

した。このようなことは以前にはなかったため、今後も関心を持っ

ていただけるよう広く PR していきたいと思います。

　また、当日実施した各種イベントには多くの市民に参加いただ

きました。各団体との事前打ち合わせや調整等である程度の時間

はかかりましたが、様々な人と交流を深めることができ、スポー

ツの楽しさや面白さを参加者全員で共有できるイベントであるこ

とを改めて強く感じました。目標である参加率 55％、金メダル

獲得には未だ及びませんが、市民の誰もが気軽に、簡単に参加で

きるイベントを次回以降も企画し、スポーツや運動の普及、きっ

かけづくりを図っていきたいと思います。

仙北市合同武術太極拳交流会

仙北市民交流グラウンド・ゴルフ大会


